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１．はじめに

学校現場にコンピュータが導入されて久しい。印刷・
デザイン教育の分野でも同様に、導入の経過とも関連し
て学校現場では様々な試行錯誤の上に見通しを持った取
り組みが行なわれてきていると思われる。また、特に印
刷・デザインの分野では、現場での状況を考えて、コン
ピュータを使っての学習に取り組まざるを得ない状況も
あるのではないかとも推察する。そして、様々な取り組
みを経て、聴覚障害をもつ生徒にとってのコンピュータ
を使っての学習の見通し等も含め、それぞれの学校現場
でのコンピュータを使った学習の成果や課題が明らかに
なってきているのではないかと考える。
そこで、今後のコンピュータのより良い活用のしかた

を明らかにしていくために、各聾学校印刷・デザイン科
を対象とした調査を行なって現状の把握をし、今後の活
用のしかたについての考察と検討を行なった。

２．パーソナル・コンピュータ活用についての調査

２．１　調査の目的
聾学校印刷・デザイン科におけるコンピュータ活用の

実態の把握をし今後のコンピュータ活用についての検討
を行なうための資料を得る。
２．２　調査対象
平成11年度全国職業教育研究会（全職研）印刷・デ

ザイン部会に参加の15校および全国聾学校の印刷・デ
ザイン科が設置されている７校。
２．３　調査方法および回答状況など
平成11年11月４日に本学を会場として行なわれた全

職研会議の際に調査用紙を配布し、会議参加者にその場
で記入して提出していただくか、学校へ持ち帰っていた

だき記入後郵送していただいた。また、聾学校名簿より
印刷科、デザイン科の設置されている聾学校を抽出し、
平成11年11月29日付けで郵送により調査用紙を配布し、
郵送による回収を行なった。
回答は、調査用紙を配布した全22校中17校から得ら

れ、回収率は77.3％であった。
２．４　調査内容　
全９項目。 ［表１］に示した。

３．回答の内容と結果

３．１　パソコンの使用の有無および設置台数
回答の17校全てでパーソナル・コンピュータ（以下

パソコン）を授業で使用しているという回答であった。
設置台数は、数の上でのばらつきが見られるが、学校

規模や生徒数によるものと思える。
使用されているパソコンの機種は Windows系のもの

が多く、Macintoshと Windows系のものの両方が設置さ
れている場合でも、後者の割合が非常に高くなってい
る。
パソコンの台数については、生徒数との比較から、ど

の学校も授業学級の生徒一人に対してほぼ一台は設置さ
れており、授業で不自由なく使える環境が既にそれぞれ
の聾学校で整っていると言えるのではないかと思われ
る。機種については、導入の際の行政機関との関係で結
果的に現状のようになっているという学校もないわけで
はないと思われるが、学校によっては、社会の情勢から、
より積極的に Windows系のものを導入しているのでは
ないかとも受け取れる。［表２］
３．２　授業でパソコンを使用している科目
回答いただいたそれぞれの科目の名称には学校によっ
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て若干の違いはあるが、学習内容としてはどの学校でも
ほぼ同様のカリキュラムが組まれていることがわかる。
また、コンピュータそのものの習熟を目指す科目は既に
必須のものとして位置づいていることがうかがえる。
いずれも「情報処理」等コンピュータの操作技術の習

得そのものを目指す科目が設置され、その上で、制作を
中心とする他の科目で、獲得した操作技術を制作に応用
活用するといったカリキュラムの構成がなされていると
考えることができる。コンピュータを使うことが目的で
はなく、目的のためにコンピュータを活用するという形
になりつつある状況が表れていると考える。
３．３　制作の授業でのパソコンの使い方
作品の制作でのコンピュータの使われ方としては、そ

れぞれの学科の性格上グラフィック作品で使われている
ことが当然多く、文書作成や画像作成、画像処理のため
に使われていることがわかる。使用されているソフトは、
ワープロソフト、ドローソフト、ペイントソフト、レイ
アウトソフトが標準的に用いられている。３D 画像の制
作あるいは立体物の制作のためにC A D ソフトを使って
いる学校も数校で見受けられる。
３．４　指導者のパソコンの活用のしかた
それぞれの指導者の工夫でより積極的にコンピュータ

を活用されている状況がうかがえる。顕著な使われ方と
しては、プレゼンテーションソフトによって、授業のな
かの教材の提示等でより効果的に視覚に働きかけるてだ
てとして活用されている状況がわかる。

３．５　パソコンを使った授業の有効な学習効果
各項目の選択記入の結果は、「やり直しができること

で、失敗を恐れず積極的に取り組む」に 17校中 14校、
「表現技術等の未習熟な面がカバーできる」に17校中12

校、「パソコンの操作技術を習得することで、表現に自
信がもてる」に17校中９校、「表現の発想や技能の幅が
広がったり、深まる」に17校中５校であった。
「その他」として記述していただいた内容としては、

「興味・関心が持続している」「自発的に、説明書を読ん
で制作を進める」「意図的演出を深める習慣がついてき
た」「より早くよりうまくという意欲が出る」「目標をも
って取り組める」という回答があった。
選択記入された項目の数の片寄りと「その他」として

記述していただいた内容とを考えあわせると、制作作業
のためのツールとしては便利なものであるという捉えが
されていることが読み取れる。また、様々な要素が重な
りあってのことであろうが、パソコンを使うことによっ
て意欲が喚起されているという受け止めがされているこ
ともうかがえる。一方、表現や制作の基となる部分の力
の定着については、パソコンを使用することの効果は必
ずしも認められない、と捉えられているということが言
えると思われる。［表３］
３．６　パソコンを使った授業の課題
各項目の選択記入の結果は、「手を使っての表現や構

想力の習得がおろそかになる」に17校中10校、「パソコ
ンの操作技術の習得に差が生じることで、進度差が生じ
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　　□やり直しが容易にできることで、失敗を恐れず積極的に取り組む�

　　□表現技術等の未習熟な面がカバーできる�

　　□表現の発想や技能の幅が広がったり、深まる�

　　□パソコンの操作技術を習得することで、表現に自信がもてる�

　　□その他�

�

７．パソコンを使った授業の生徒の姿から、課題（不便だと思うことや困るこ�

　　と等）と思えることはどんな点ですか。該当の事項に○をおつけください�

　　（複数回答可）。�

　　□手を使っての表現や構想力の習得がおろそかになる�

　　□パソコンの操作技術の習得に差が生じることで、進度差が生じる�

　　□パソコン上の表現や技術に頼ってしまい表現がパターン化しがちである�

　　□パソコンの操作技術が習得できないことで自信をなくす�

　　□その他�

�

８．パソコンを使用した授業で、今後このようなことをやってみたい、このよ�

　　うに活用できるとよい、といった今後の構想がありましたら教えてくださ�

　　い。�

�

９．その他、日頃の授業、学校生活のなかで「パソコンの使用」に関わること�

　　で、お気付きのことがありましたらお書きください。�

　　　『パーソナル・コンピュータ活用についての調査』�

―聾学校印刷・デザイン科における実態の把握と今後のコンピュータ活用のために―�

　　１．現在授業でパーソナル・コンピュータ（以下パソコン）を使っていますか。�

　　　　　　　　□使っている　　　　　□使っていない�

�

　　２．生徒が授業で使用できるパソコンの台数は何台ですか。�

　　　　Macintosh、Windows系、その他のそれぞれの数をご記入ください。�

　　�

　　３．カリキュラムのなかで、（a）パソコンそのものの習熟を目指す科目と�

　　　（b）パソコンを補助的に活用している科目がありましたらそれぞれお答え�

　　　　ください。�

　　�

　　４．制作の授業でパソコンをどのように使っていますか。パソコンを使用して�

　　　　行なわれた課題・題材と、課題・題材のどの段階で使用されたか、使用さ�

　　　　れたソフトは何か、可能な限りお答えください。�

　　�

　　５．生徒が使用する他に、指導者が教材の提示等のために使用しているソフト�

　　　　がありましたら、その活用法もお答えください。�

　　�

　　６．パソコンを使った授業の生徒の姿から、有効な学習効果（便利だと思うこ�

　　　　とやパソコンならではの良さ等）を感じたのはどのような点ですか。該当�

　　　　の事項に○をおつけください（複数回答可）。�

�

表１�
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る」に17校中９校、「パソコン上の表現や技術に頼って
しまい表現がパターン化しがちである」に17校中８校、
「パソコンの操作技術が習得できないことで自信をなく
す」に17校中１校であった。
「その他」として記述していただいた内容としては、

「コンピュータの仕事＝自分の実力と過信しがち」「筆記
で文章を書くことが少なくなる」「ただ触って面白いこ
とだけに傾く」「学生に疲れが出る」「心身の健康に対す
る影響を伴う」「詰め込み教育になる」「指導者の力量の
向上」という回答があった。

パソコンを使っての制作では、手を使っての作業や表
現の基となる技能や発想・構想力の習得にとって、マイ
ナスに作用していると懸念する回答が多い。また、半数
の学校でパソコンの操作技術の習得の差によって、制作
の進度差が生じることも課題としてあげられている。こ
の二つの項目についての回答の状況を考えあわせると、
限られた時間のなかでの、パソコンを使っての学習の時
間の割合は、つけたい力の定着にとって裏腹に作用して
いると解釈することもできる。また、更にはパソコンを
ひとつのツールとして使いこなすことと並行して、手を
動かし思考しながらの制作を通して力をつけることの大
切さが改めて見直されていると読み取ることもできると
思われる。［表４］

３．７　パソコンを使用した授業での今後の構想
より効果的な活用のしかたとその可能性に示唆される

ことが多い。特に、ネットワーク化やインターネットの
活用を具体的に構想されている回答が多いことから、生
徒にもまた体制としてもその素地ができてきていること
がうかがえる。
３．８　パソコンの使用に関わって気付いていること
それぞれ記述していただいた内容は以下のようであっ

た。
・文字情報が主なため、国語力の弱さがインターネット
使用上のネックになってきた。
・普通教科で行なわれている使用の方法が、文章理解を
伴ったものでないと、生徒の真の実力が身につかないと
思う。
・パソコンを使っての完成度の出し易さ、手軽さ、やり
直しがきくことなど、可能性の広さは魅力。手作業より
も、失敗を恐れず思い切りのよさから大胆な成果につな
がることも少なくないのだが、やはり、パソコンを道具
として使いこなし、オリジナリティーを表現できる技量
には至らない生徒が殆どである現状。パターンにはまっ
たり、偶然の結果を探究せずに満足させることのないよ
う、配慮の兼ね合いに苦労している。ア－ツ＆クラフト
の良さと両立させたいものだが。

A  ５�

B  １３�

C   MS-DOS 1�

D  ５�

E ２ ４�

F  ４ MS-DOS 4�

G  ５�

H ８ ２４�

I  ４ ４�

J  ７�

K １０ 1�

L  ２０�

M １３ ２０�

N ８ １４ ７�

O ５ ３１�

P  １２�

Q １ ４ １�

�

学校名　　   学　　科　　　　11年度生徒数 　  Macintosh   Windows系　  その他�

� 本／普通科　　　　　　　　　①３　②３　③３　�
�
専／普通科　　　　　　　　　①５　②３�
�
本／産業工芸科　　　　　　　①５　②６　③６�
�
本／美術工芸科　　　　　　　①０　②１　③０�
�
本／情報印刷科　　　　　　　①０　②１　③１�
�
本／産業情報科　　　　　　　①５　②６　③４�
�
本／デザイン科　　　　　　　①１　②１　③３�
�
専／情報デザイン科　　　　　①８　②７�
�
専／デザイン工学科　　　　　①４　②３�
�
専／デザイン情報科　　　　　①１２②７�
�
本／印刷情報科　　　　　　　①２　②２　③０�
専／印刷情報科　　　　　　　①１　②３�
本／グラフィックアーツ科　　①０　②８　③２�
専／グラフィックアーツ科　　①３　②６�
本／印刷ビジネス科　　　　　①０　②０　③４�
専／印刷ビジネス科　　　　　①５　②７　　�
本／情報デザイン科　　　　　①０　②５　③４�
専／情報デザイン科　　　　　①１　②４�
本／情報産業科　　　　　　　①０　②１２③１５�
専／情報産業科　　　　　　　①６　②９�
本／印刷科　　　　　　　　　①５　②２　③３�
専／印刷科　　　　　　　　　①３　②１�
本／印刷科　　　　　　　　　①２　②２　③３　�
専／印刷科　　　　　　　　　①４　②５�

表２�



・効果的に使用すれば非常に便利な道具であるし、生徒
の興味・関心も大きい。技術や使い方を教えるだけでは
なく、制作する課題の目的を理解し、構想する段階を大
切にしている。生徒によっては、はじめからパソコン上
でアイデアを考える者もおり、個々の表現方法を伸ばし
ていきたいと考える。
・パソコン教育のなかで、実際に生徒の身についたかど
うか、実体験などの場で確認させたい。また、確認させ
る必要がある。
・インターネットなどの通信では、文字を通して伝達し
ている現代の状況になるべく多く触れさせることが大切
であろう。
・パソコンをもっと日常的な機械として取り扱いたい
が、まだ特別な機械として見られている。
・情報処理教育においては、操作だけでなく情報社会に
対応したルール、マナーを身につけさせることが大切で
あると考える。
・校内LANにメールのやりとりを見て、ネチケットや
著作権など授業のなかでやるべきだと思う。
・パソコンが旧製品のものなので、画像処理には相当の
時間がかかる。
・スキャナーやプリンター等の周辺機器の絶対数が不足
している。

・設備を充実してもらいたい。
・聾教育におけるパソコン室のレイアウト（机の配置、
ネットワーク、コンセント、照明等）について。
施設・設備に関することの他、生徒がパソコンを使用

する際の心構えや心づもりに関することを課題として感
じられている回答が多い。触れてみる、使ってみる、慣
れるの段階から、より良い使い方を身につけていく段階
にきていることを示しているように受け止められる。

４．おわりに

それぞれの聾学校で本調査に対して誠実に対応してい
ただき、大変有り難かった。また、記述されている内容
を含め回答の状況から、本調査で扱ったテーマに対して
の関心の高さもうかがえた。
回答からは、想像でしかなかった各聾学校現場での取

り組みの状況を明確に把握することができ、コンピュー
タを使ってのデザイン教育のこれからの方向性を考える
上で貴重な資料を与えていただいた。その分析・検討に
ついては、多方向からの視点で見ながら、更に深めたい
と思うが、本稿に対して視点を変えての指導助言をいた
だければ幸いに思う。
末尾ではありますが、ご協力いただいた関係各位に厚

く御礼申し上げます。
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      やり直しが容易にできることで、�

　　失敗を恐れず積極的に取り組む�

　　表現技術等の未習熟な面がカバー�

　　できる�

　　表現の発想や技術の幅が広がった�

　　り、深まる�

　　パソコンの操作技術を習得するこ�

　　とで、表現に自信が持てる�

　　その他�

　　　　�

　　　　�

   �

        

F　・技能競技大会に向けて、目標をもって取り組める。�

H　・入力練習ソフトなどで自分の実力がわかり、より早くよりうまくという意欲が出る。�

N　・「何をどのように操作するとどのように効果が出せる」という意図的演出を深める習慣がついてきた。�

O　・知的にも精神的にも課題をもつ生徒にとっても、パソコンを効果的に使うことによって、興味・関心�

　　　が持続している。また、自発的に説明書を読んで制作を進めることができる。　    

表３�

　　　　　　　　　　　　　　 �

      手を使っての表現や構想力の習得�

　　がおろそかになる�

　　パソコンの操作技術の習得に差が�

　　生じることで、進度差が生じる�

　　パソコン上の表現に頼ってしまい�

　　表現がパターン化しがちである�

　　パソコンの操作技術が習得できな�

　　いことで自信をなくす�

　　その他�

　　　　�

　　　　�

   �

        

E　・指導者の力量の向上。�

F　・文章理解ができぬままに、ただ触って面白いことだけに傾く。�

H　・パソコンの操作の時間が連続すると、生徒に疲れが出る。�

K　・操作できるための技術を効率的に獲得させるために、詰め込み教育になる。また、心身の健康に対す�

   　　る影響を伴う。�

M   ・筆記で文章を書くことが少なくなる（辞書を開かなくなる、漢字を覚えない）。�

N   ・既成のアイテムと独自の発想との区別がつかず、コンピュータの仕事＝自分の実力と過信しがち。　    
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Research of the practical using of computer.

For, grasp the actual condition of using computer, and the future using

computer moreover good.

Department of Design.
Iwao Honma

Reserch Student dispatched from the Office of Education, Nagano prefecture.
Atsushi Sato

Summary : 

We have been studying on “The way to extend artistic presentation of the hearing impaired students”.  The

research on the use of computer as one way to extend expression was done, for high school for Deaf, aiming at

finding out the clue of the better usage of computer. The result shows present condition of use of computer in

each school. It was found that teachers have feeling that the motivation of students are inspired by using

computer, and various ways are tried by each teacher. 

Key words : graphics and design, Deaf school, personal computer, curriculum, software




